
〇風通しの良いコミュニケーション： 
職場の垣根を越えて「本音で話し合
える」「質問・相談しやすい」温かい空
気感

〇助け合いと挑戦を応援する風土： 互
いの頑張りを認め合い、若手もベテ
ランも熱量を持って協力できる体制

〇「仕事がやりやすく」「働きやすい」環
境と仕組み：共有書類の充実や作業
スペースの確保など、先生同士が助
け合ってスムーズに業務を進められ
る職場環境の整備

〇子どもたちが自分に自信を持ち、
自分も相手も同じように大切にで
きる人に育ってほしい

〇子どもたちの思いをしっかり受け
止め、大人も子どもも安心して輝け
る場をつくりたい

〇園小中の先生が顔の見える関係で
つながり、家庭や町と一体になって
学校をつくっていきたい

〇『田尻の子はみんなの子』

第2回 教職員向け

実施日：2026年10月8日（木）
主催 ：田尻町教育委員会
共催 ：株式会社 類設計室
問合せ：田尻町 一貫教育推進課

Tel 072-466-5024
４

田尻町はこども園・小学校・中学校を一体的に整備し、０～１５歳までの子どもたちが共に学び合い・育ち合う教育施設に
ついて検討をしています。たじり一貫教育の基本理念のもと、「自分の価値を見出し よりよい未来を拓くたじりっ子」の育成
をめざし、基本計画の策定を進めていきます。

共創スタジオとは？

共創スタジオとは、みなさんと一緒に未来の学校を考えるためのワークショップです。
田尻町一貫教育施設整備基本計画では、共創スタジオを開催し、小学校・中学校の子どもたち、教職員のみなさん、保護者を含めた地域の
みなさんと一緒に議論し、アイデアや提案を出し合いながら、未来の学校について考えていきます。

開催概要

第2回「教職員向け共創スタジオ」を開催しました！

こども園・小学校・中学校の先生方が集まり、講師の先生をお招きして開催。「対話」を通じて、一貫教育の土壌づくりに向けて現状の課
題意識や未来への期待、大切にしたい教育の価値観などについて、思いや意見を交わしました。

テーマ：共創チーム・キックオフ 
園・小・中が「私たち」になる一日

日時：10月8日（木）16:00～18:00
会場：田尻町 教育センター
参加：教職員 21名

田尻町教育委員会 2名
類設計室 4名

対話から見えた、大切にしたい思い（先生方の声より） ※太字は特に意見が集まったもの

子どもの人間性や生きる力

〇笑顔と元気で通える学校： 学校や
園を「楽しい！」と感じ、仲間と一
緒に明るく笑顔で健やかに過ごせ
ること

〇失敗を恐れず挑戦する心： 「胸
張って失敗できる」環境の中で、成
功も失敗も経験しながら挑戦して
いくこと

〇自分も相手も大切にする思いや
り： 人の気持ちを考え、困ったとき
には「助けて」と素直に言い合える
関係性を築くこと

じっくり向き合える環境づくり

〇子どもの声に耳を傾ける時間： 一
人ひとりの話を丁寧に聞き、気持
ちや視点に寄り添う関わり

〇共に学び成長する姿勢： 正解を押
しつけるのではなく、大人も子ども
と一緒に楽しみ、成長し合える関係

〇思考や気づきを促す問いかけ： す
ぐに手を出さず、子どもが自分で
考え、自発的に行動するのを待つ
姿勢

職場のチームワーク

参加者の声（感想シートより）

■他の校園の先生との対話を通しての学び

・それぞれの教育観や思いをダイレクトに聞くことができて参考になりました。

・学校づくりで大切にしていきたいことや、みなさんの思いが「対話」を通して伝わり、考えることができました。

・自分も相手も変わることで新たな答えを見つけていくということを大切にしたいなと思いました。

・他校種の先生との交流で共通している思い、また、異なる思いに出会うことができた。

・対話のカードを、保育でも形を変えて取り組みたいと思った。

・今回の話し、対話で一貫校づくりが楽しみになりました。

・園・小・中で意見を出し合いながら進めていきたいと思いました。

・普段から、小・中・園の先生たちと意見交流する場があればいいと思いました。

・園・小・中で、もっとつながりたいと思いました。

■これからへの期待

今回の満足度

非常に満足 13名（61.9%）

やや満足 8名（38.1%）

参加後の感想として、「他の参加者の考えを
知り、新しい気づきがあった」に21名全員が
チェック！「学校づくりで大切にしたいこと
が見えてきた」が次いで１６名でした。

次回のご案内

第2回 新しい学校の空間・環境

12月25日（金）14:00～16:00 ＠田尻町 教育センター2F

田尻町一貫教育施設整備 基本計画業務

２1名

講師

辻󠄀本 義広 (つじもとよしひろ) 先生
学校法人追手門学院で主幹教諭や中高教頭等を歴任し、
探究科や創造コースの導入、新時代の学びや学校改革を
推進。現在は学院本部で園から中高までの経営管理や教
育改革に携わっている。

内容

今後への期待と思い（先生方の声より）
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